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   地域の子どもを地域で育てる 

所長 吉田 忠一  

 

２０１０年１２月発行の『教育広報あおもりけん』のトップページの記事のタイトルは『縦

の連携』と『横の連携』でした。当時の橋本県教育長は、「今、社会が大きく変化し、教育へ

の期待がますます高まる中、教員、保護者、そして地域の皆さんが、それぞれの立場から子ど

もたち一人一人をしっかり見つめ、“良さ”を引き出していくことが大切です。」と述べてい

ます。そして、小学校から中学校へ、中学校から高等学校へと進学する際に、子どもたちが戸

惑いを感じることなくスムーズに接続ができるようにするためには、学校種を超えた教員同士

の情報交流や子どもたちが年齢を超えて勉強を教え合ったり様々な活動を一緒に行ったりす

ること＝縦の連携＝小・中・高校の校種間連携と、子どもたちの教育は学校だけが担うもの

ではなく、家庭での教育はもちろん、地域の大人の皆さんが子どもたちの教育に関わることに

よって「生きる力」がはぐくまれ、子どもたちの成長につながる＝横の連携＝学校・家庭・

地域の連携が重要であるとしています。 

こうした中、下北地域においては、むつ市をはじめ全ての市町村で小中一貫教育あるいは小

中連携の取組を行っているところです。むつ市教育プランでは小中一貫教育の取組により、小

学校から中学校への移行期における学習面の不安や人間関係づくりなどの心理的負担、いわゆ

る中１ギャップの軽減がなされ、一人一人の児童生徒を、９年間を通じて順調に成長させるこ

とができるようになってきているとしています。 

私は、今年度の所長訪問の際に校長先生方に次の２つのことを質問しています。一つは、小

学校と中学校の連携を進めるに当たって、連携先の学校とどの程度情報交換をし、また、どの

ようなオーダーをしていますかということ、もう一つは、家庭・地域の方々はその学校に何を

期待し学校はその期待に対しどのように応えていますかということです。その前提には、９年

間の義務教育を通して地域の子どもをどのように育てていくのか、発達の段階に応じてその目

標に対してどのように取り組んで行くのかということを、小学校と中学校と地域が共通して認

識していくことが大切だと感じているからです。家庭・地域の思いを汲み、小学校・中学校そ

れぞれが地域と思いを一つにして取り組んでいくことで、教育の成果はより一層高まるのでは

ないでしょうか。 

また、学校に地域の力を取り込み、地域に学校の活動を波及していくことも大切だと感じて

います。地域の子どもを育てるのですから、地域に対して学校の状況をオープンにしながら遠

慮せずに地域の力をもっともっと取り込んでいってもいいのではないでしょうか。地域はきっ

と力を貸してくれると信じています。一方、学校の活動や教育力を地域に波及・還元していく

ことで地域も活性化されるのではないでしょうか。 

変化の激しく、予測の難しい今日においても、小学校と中学校が今まで以上に思いをぶつけ

合い、その思いを一つにして地域・家庭と連携し、子どもたちに将来の自分の姿を意識させて

いくこと、地域の子どもを地域総掛かりで育てることが、郷土に誇りを持ち、多様性を尊重し、

創造力豊かで新しい時代を主体的に切り拓く人づくりに繋がるのではと思っています。 

 

 



教育課長 成田 浩之

４月から、教育課長を務めております。宜しくお願いします。

「学校訪問・随時訪問」

今年度の教育課「学校訪問」は、９月までの５ヶ月間に渡り、下北管内の市町村教

育委員会並びに各小・中学校、幼稚園の協力を得て、郡内１５校（１園）、むつ市内

２０校で実施することができました。青森県の指導の重点・下北の教育の重点の伝達

に始まり、青森県で策定した「教員の資質向上の指標」の説明をさせていただき、各

学校からの経営方針等の説明及び授業や日常の教育活動の参観を通し、落ち着いた教

育環境の中で生き生きと活動する子どもたちの姿を拝見することができました。改め

て感謝申し上げます。また、随時訪問も延べ３５回を計画しております。今後も宜し

くお願いします。
大 間 幼 稚 園

「下北の重点課題」

今年度の下北管内の重点課題は、『下北の教育』で示したとおり、「確かな学力の向上」「豊かでたく

ましい心の育成」「健やかな体の育成」に加え、「教員等の資質能力の向上」です。各学校（園）では、

学校課題解決に向け、地域や子どもの実態に応じた系統的、計画的な教育活動を展開し工夫している

様子が見られました。下半期もこの４つの視点を踏まえながら、学校現場で実を結べるような事業を

展開したいと考えております。御理解と御協力を宜しくお願いいたします。

「主体的・対話的で深い学び」

新学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学び」による授業を推進することが求められています。

研究授業・授業研究会はもとより、日常的に授業実践の善し悪しを伝え合い、よりよい授業をつくる

ための核心的な取組を見出そうと、協働している教師集団の姿勢そのものが、正に「主体的・対話的

で深い学び」であり、子どもの学びに直結していくものだと考えています。学校訪問では、学校全体

でどんな学校、どんな子どもを目指すのか、そのあるべき姿を明確にし、先生方それぞれの良さを最

大限に発揮している日々の姿を想像できる場面が数多く見られました。子どもに真摯に向かい合う先

生方が絶えず向上心をもって取り組まれている学校にとっては、特別なことではないのだなと思いま

した。今後も地に足のついた、地道で堅実な取り組みをお願いしたいと思います。

「指導力」

下北の教育の重点に、「教員等の資質能力の向上」が加えられました。これは、子どもの多様性への

理解と対応ということに他なりません。現在の学校は昔のような問題行動が少なくなりましたが、そ

の一方で、先生方一人一人の理解や経験則だけでは対応できない指導のケースが多くなりました。今

や学校現場では、多様性のある子どもへの個別支援と集団生活への適応で問題にあがるケースはめず

らしくありません。そのために、学校が早期に関係機関との「つなぎ」役として、スクールソーシャ

ルワーカーの専門性を生かしながら、組織的に対応することが求められております。また、子どもの

心的なストレスも大きな課題となっています。解消されないまま内向きに堆積したストレスを、定期

的にケアすることが必要となります。第三者の目でしっかりと子どもの心的な状態を観てもらうため

にも、スクールカウンセラーの専門性が必要となります。発達の視点から、子どもや保護者の意向を

しっかりと受け止め、成長につなげていかなければなりません。多様性をもつ子どもの発達の姿を想

像し、子どもが安全で安心する教育環境を創造するために、指導力を高めていく必要があります。

「最後に」

今年度で青森県教育施策の方針を受けた「青森県教育振興基本計画」も５年目、最終年度となりま

した。本年度は「一人ひとりが輝く知・徳・体の調和のとれた人づくり」が目標です。学校教育がす

べての子どもたちに夢や希望を描かせる機会となり、輝くことができる場所であるようにと心から願

います。子どもあっての学校、学校あっての下北教育事務所です。今後とも宜しくお願いいたします。

上半期 を 終 え て



魅力ある学校づくり～不登校を予防するために～ 

 

指導主事 杉原 憲一郎 

 

３０代後半から４０代の「ひきこもり中高年」「中高年ニート」がマスコミで頻繁に取り上げられ、社会問

題化しています。この中には、かつて不登校状態にあったという人がたくさんいます。学校に行かない（行

けない）という状態が続いた子どもたちの一部に、学校の生徒という肩書きを失ったあとも、進学、就職な

どの社会参加をせず、社会から身をひいて、引きこもり続ける人たちがいるのが現状です。 

平成２９年度の全国の小学校の不登校児童数は３万５，０３２人（前年比４，５８４人増）、中学校の不登

校生徒数は１０万３，９９９人（前年比７６４人増）となっており、年々増加しています。本県では、小学

校の不登校児童数は２８１人（前年比２９人増）、中学校の不登校生徒数は１，０１５人（前年比１４人減）

で、全体の児童生徒数が減少しているにもかかわらず、横ばい状況が続いています。 

このような現状を受け、本県では、県内６教育事務所管内に研究指定校を設け（下北管内は大間町立大間

中学校）、不登校の未然防止の視点から、すべての生徒を対象として、自己存在感が得られる「居場所づくり」

と共感的人間関係を築く「絆づくり」に取組むことで、安心して学べる学校づくりを推進しているところで

す。 

「居場所づくり・絆づくり調査研究」事業 

は、不登校の未然防止を目的とし、資料１に 

あるように、不登校を新規と継続に分けて取 

組の視点を変えることで、不登校数を抑制す 

るものです。 

資料２「不登校児童生徒数の学年別推移」 

を見ると、学年があがると、不登校数は増加 

し、特に中１で急増していることがわかりま 

す。いわゆる「中１ギャップ」と呼ばれるも 

のです。 

資料３は、資料２を「新規」と「継続」に 

分けて示したものです。小６から中１の推移 

を見ると、小６の不登校数は７人で、中１に 

なると１人は学校に復帰し継続数が６人とな 

り、さらに新規として１３人の生徒が不登校 

となり、全部で１９人の生徒が不登校となっ 

ています。つまり、新規数に着目すると「中 

１ギャップ」に関係なく、中１～中３のどの 

代でも、１０数名の生徒が新規で不登校にな 

っています。つまり、新規数を抑制すること 

が、不登校数を減少させる鍵となるのです。 

それでは、前年度まで不登校ではなかった 

児童生徒を不登校にさせないためにどのよう 

な取組をするのかということですが「児童生 

徒が登校したくなるような学校」を目指し、 

学校そのものがすべての児童生徒にとって、 

「安心感・充実感を得られる活動の場」とな 

ることが重要です。児童生徒の自己肯定感を 

高めるための具体的な取組を各校で工夫し、 

児童生徒が将来、社会的に自立できるよう、 

「魅力ある学校づくり」を推進し、不登校の予防につなげてほしいと思います。 

資料２ 

 
資料３ 
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指導主事 工藤 貴史

今年度も主管事業の１つである「小・中学校臨時講師研修会」を８月に実施しました。
また現在は、下北小学校校長会、下北地方中学校長会との共催で「小・中学校講師研修
会【授業研究会】」を進めているところでもあります。
いずれも下北管内の臨時講師及び非常勤講師等に対して、教育実践上必要な事項につ

いて理解を深めることや、指導力の向上を目的とした事業です。
今回は夏に行われた講師研修会の概要について述べてみたいと思います。

１ 講義の様子から
参加者は７６名でした。臨時講師・養護助教諭だけではなく、非常勤講師、小中一

貫非常勤講師も１１名参加していただきました。また事前のアンケートにより、直面
している課題を確認し、その内容を受けた講義になるよう構成しました。今年度は、「教
職員の服務規程」「生徒指導について」「特別支援教育について」「主体的・対話的で深
い学びの授業づくり」に新たに「道徳教育について」を加え、５つの講義を午前中に
開催しました。午後からは演習「主体的・対話的で深い学びの授業づくり」を行いま
した。

２ 演習「主体的・対話的で深い学びの授業づくり」
教科別に１０グループを編成して演習を行いました。この時間は学習指導案の完成
を目指すのではなく、各教科の特質を踏まえた授業づくりについて演習講師が講義を
したり、参加者同士で協議したりすることを主たる活動としました。
今回は下北教育事務所の指導主事の他に以下の４名の方に演習の講師を依頼しまし

た。
【保健室経営】
むつ市立大畑小学校 秋元みち子 養護教諭

【音楽 部会】
東通村立東通中学校 辻浦 雅仁 教諭

【美術 部会】
むつ市立むつ中学校 中村 桂 教諭

【特別支援部会】
東通村立東通小学校 吉川 医 教諭
受講者の所感からは、「やる気が出てきまし

た。早速来週から作成にとりかかりたいと思い
ます。」「具体例が多く、分かりやすかったです。」
など満足度の高い評価となっていました。

３ 研修会を終えて
臨時講師等の先生方が直面している課題として多く挙げられたのが、特別支援教育

や生徒指導のいじめ問題そして道徳教育となっていました。これら３つの課題は、一
個人の課題というよりも、学校全体が抱える課題です。それらの学校課題に最前線で
対応していく力も講師の先生方に求められています。
ともすれば、自分の専門外の教科や希望してはいない担当を任されながらも、責任

を果たすべく孤軍奮闘している先生方がいるかもしれません。臨時講師等の先生方が
今いる場所と環境で十分力を発揮していけるよう応援していくことを第一に考えなが
ら、この後の講師研修会【授業研究会】を実施していきたいと考えております。

演習「主体的・対話的で深い学びの授業づくり」 特別支援部会



指導主事 田中 健一

青森県教育委員会主催「いきいき青森っ子健康づくり事業」の健康教育実践研究校として、平成 29、
30 年度の２か年の指定を受けている佐井村立牛滝中学校において、「生活習慣病（がん）について」
の講演会が開催されました。
がん教育は、健康教育の一環として、がんについての正しい理解と、がん患者や家庭などのがんと

向き合う人々に対する共感的な理解を深めることを通して、自他の健康と命の大切さについて学び、
共に生きる社会づくりに寄与する資質や能力の育成を図る教育です。
講演後の質問コーナーでは、子どもたちから「小学生や中学生でもがんになるのか。」や「１回の

手術でどれぐらいのお金がかかるのか。」など、がんへの関心の高まりを感じさせる質問がたくさん
出ておりました。
以下、講演会の概要を掲載します。

○日 時 平成３０年７月１３日（金）１３：３０～１４：２０
○場 所 佐井村立牛滝小中学校 体育館
○参加者 児童生徒、教職員、保護者、牛滝地区の方々等（約３５名）
○講 師 むつ総合病院 院長 橋爪 正 氏
○内 容 「がんについて勉強しよう」

( 1)がん（悪性腫瘍）と正常組織の違い
( 2)がんの原因は何か？
( 3)がんの死亡率の推移
( 4)がんを防ぐための１２ヶ条
( 5)遺伝によって起こるがんはある？
( 6)たばこの影響
( 7)がんの早期発見
( 8)なおりやすいがんの治療
( 9)なおりにくいがんの治療
(10)なおりにくいがんにかかったら
(11)質問コーナー

【生徒の感想から】
・ 自分には、まだ関係のないことだと思っていましたが、今の自分にも必要なことがたく
さんあるとわかりました。がんになっている人は、お酒やたばこが原因だと思っていまし
た。でも、食べ物にも原因があることがわかりました。また、がんを防ぐためのの１２ヶ
条を聞いて、バランスのとれた食事をとることや適度にスポーツをすることなど、私にで
きていないことが、がんにつながってしまうと感じました。講演会で学んだことを生かし、
生活習慣を見直して、今からできることをがんばっていきたいと思います。

【保護者の感想から】
・ 「それぞれの人生を全うする」という言葉が響きました。
・ 早期発見で見つかるよう、検診を受けたいと思います。



指導主事 猪口 優野

この４月から沢山の先生方の協力をいただきながら、大きく４つの事業に取り組みま
したので、この紙面をお借りして御報告するとともに、先生方の御協力に感謝申し上げ
ます。

１つ目は、５月９日（水）に行われた特別支援教育支援員スキルアップ研修会です。
本研修会は、学校支援員やスクールサポーターの先生方が参加できる数少ない研修会で、
当日は「特別教育支援員の役割と児童生徒への支援」と題して、東通村立東通小学校の
吉川医先生に講義・演習をしていただきました。３４名の支援員及び教諭の先生方が参
加し、「現場に沿った内容で、共感できるものばかりであった」「子どもとの関わり方を
見直すことができた」等の感想をいただきました。
２つ目は、６月２２日（金）にむつ養護学校を会場に行われた特別支援教育新担当教

員実地研修会です。これは特別支援学級を初めて担任する教員、及び担任経験の少ない
教員に対して行われる研修会で、東青教育事務所との合同開催となっています。東青教
育事務所管内から２７名の参加に対し、下北からは６名の先生方の参加となりました。
これには、特別支援学級を担当する教員の固定化、また年々特別支援学級を担当する講
師の先生が増えてきていることが背景にあり、講師の先生方の力を頼らざるを得ない下
北の現状も垣間見えました。それぞれの先生方が抱える悩みを共有したり、むつ養護学
校の先生方からアドバイスをいただいたりしながら、有意義な研修会となりました。
３つ目は、７月２５日（水）に大間町立大間小学校で、２６日（木）にはむつ市立第

二田名部小学校で行われた地区就学相談・教育相談会です。主に未就学児の就学相談と
なりましたが、早期の就学相談の必要性はここに書くまでもなく重要なことです。昨今
インクルーシブ教育が広く謳われていますが、人的及び物的な受入体制が十分でなけれ
ば、子ども達一人ひとりに対応した特別支援教育も難しくなります。保護者や保・幼・
こども園、各学校からの情報収集と他機関との情報共有を含め、今後もできることを一
つ一つ行っていきたいと思います。相談員として御協力してくださった先生方、ありが
とうございました。
４つ目は、特別支援教育巡回相談です。今年度は７月までに、各校から２３件、のべ

３２名の児童生徒の相談要請を受けました。相談内容は多岐に渡っており、通常学級に
おける特別な支援を必要とする児童生徒の相談も増えてきています。巡回相談員の先生
方には、専門的なスキルが求められるとともに、相談員の先生方の数も限られている中
での訪問でしたが、学校の要請にお応えするため、多大な御尽力をいただきました。な
お、８月以降も２０件以上の巡回相談を予定しております。ぜひ、御活用くださり、今
後の指導に役立ててくだされば幸いです。今後も学校からの要請に、できる限りお応え
していきたいと考えておりますので、お気軽に御相談いただければと思います。

最後になりましたが、このように特別支援教育事業に携わる中で、私自身特別支援教
育の難しさ、大変さ、そして何より重要性を実感しております。２学期からは、巡回相
談にも機会を見付けて同行し、児童生徒の現状把握に努めたいと思っています。また、
子どもたちの様子や先生方の声に耳を傾けながら、下北の実情を県に伝えるとともに、
今後も積極的に特別支援教育に関わっていきたいと考えておりますので、よろしくお願
いいたします。


